
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

ストレスチェックをやってみよう

・ストレスチェックを実施したことにより、労働者自身の気づきを促すことになり、メンタル不調者が減少した。
・ストレスチェック結果を集団分析し、職場環境を改善したところ、労働者の精神面の安定につながり、労働者
全体の生産性も向上した。

事業場内でメンタル不調者がでたことをきっかけに、メンタルヘルス対策の必要性を考え、ストレスチェック導入※（事
業場労働者数50名未満のためストレスチェック義務企業ではない）に取り組んだ。

全業種向け

業種：製造業 従業員数：40名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！

＜ストレスチェック導入時の注意点＞
○プライバシーの保護
☞調査票や結果については、第三者や人事権のある人
の目に触れないよう取扱いに注意が必要。

○不利益取り扱いの防止
☞ストレスチェック結果等を理由とした解雇や不当な
配置転換等を行わないこと。

＜集団ごとの集計・分析＞
○分析結果を踏まえた職場環境の改善を実施する。

メンタル疾患にり患す
る労働者は近年増加傾
向にあります。
御社は対策をされてい
ますでしょうか。

それでしたら、メンタルヘルス不調のリスクの高い方
を早期に発見し、医師による面接指導へつなげるスト
レスチェック制度◇を導入されてみてはどうでしょうか。
あわせて、ストレスチェック結果を集団分析し、職場
環境の改善につなげましょう。

うちの労働者がメンタル不調で
休職してしまった。
周りに聞いても何が原因やきっ
かけか分からないようだ。

【ストレスチェック導入助成金】
○産業保健関係助成金
＜ストレスチェック助成金＞

従業員一人当たり500円
医師の面接指導
１回につき21,500円

＜職場環境改善助成金＞
計画を作成し、実施した場合、
助成額最大10万円

◆助成金は、労働者数等、一定の支給
要件があります。

◇：「ストレスチェック」とは、ストレスに関する質問に労働者が記入し、自分のストレス状態がどのような状況にあるか調べる検査のこと。
事業場労働者数が常時50名以上であれば、ストレスチェックの実施が義務化されており、50名未満は努力義務となっている。

～労働者の健康管理～

※印部分：「AICHI WISH企業認定制度」
事業場労働者数50名未満で導入した場合、「法定外健康診断等の助成★」に該当

毎年の健康診断はやっているけど、会社としての
取組みはそれぐらいかなぁ。
労働者も50人未満だから、産業医も選任はして
いないし・・・。

さっそく、当社でもストレスチェックを実施したとこ
ろ、労働者自身のセルフケアを図ることができ、メン
タル不調になる人が減少しました。
また、結果に基づき、職場環境も改善したところ、労
働者全体の生産性向上にもつながりました。

導入に当たっては
マニュアル等を参照
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詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！
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